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本稿は京都洛北にある修学院離宮を中心とした風致を形成する景観と眺望について、地勢的な視点から

論考したものである。後水尾上皇により造営された修学院離宮の占地とその研ぎ澄まされたデザインにつ

いての考察を進めると、自然や都への癒心の思いが結実したものと考えることができる。さらに、離宮外

位置する修学院と隣接する松ヶ崎、一乗寺の複数集落までを含めて俯瞰すると、一体性のある景域の広が

りを有していることがわかる。修学院離宮、曼殊院、詩仙堂、鷺の森などをつなぐ山辺の散策道から見え

る風景は、見る人を雄大に包み込む地勢による一体的なコスモロジーを感じ取ることができる。そもそも

洛北修学院は、権勢や都から離れた人々の心を癒やす場所であった。それは現在も続いている柔らかく優

しい風景である。 
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１． 洛北の風致：癒心の風景 
 

古来から京都の景観は、盆地を形成する三山とその

麓である山辺の風致によって特徴づけられている。

中心部より北東へ位置する比叡山の麓、修学院山や

妙法山に広がる洛北地域の風致景観は、東山の連な

りではあるが、以前の研究発表会にて示した八坂、

清水界隈の景観に対して、その骨格や様態が大きく

異なる。この地は、古来から人知れず傷ついた心を

持った人々や政治的に隠居した上皇や貴族、隠遁を

願う文人達の住まいや社寺があった地域である。

人々の観光や日常的な賑わいのある｢遊興｣の場所で

あった八坂・清水界隈とは対照的な、言わばひっそ

りとした｢癒心（ゆしん）｣の場所である。 

修学院村、一乗寺村の区域の多くは、散在する社

寺と田畑を中心とした村落であり、今も生業の風景

は神社の杜や小川の水みちと相まって、農村集落の

文化的な景観が広がり、この洛北の地域の風致の基

盤となっている。しかしながら、これだけでは終わ

らないのがこの修学院地区の景観の特殊性であろう。

すなわち、この田園や杜のベースの上に特殊な個性

を与える離宮の景観が存在しているからである。 

２． 後水尾上皇による修学院離宮の造営と占地 

 

近世の時代、長期にわたり上皇として院政をひき、

大きな権力を持った後水尾上皇は、幕府に働きかけ

て5年をかけておよそ50万平米の超大なスケールをも

つ修学院離宮（1655−1659造営）を造営した。同時代

にルイ14世が造営したベルサイユ宮殿にも匹敵する

と言われ、内部的にも外部的にも特化した景観をも

つ世界的にも卓越した宮殿である。小高い離宮とそ

の庭園からは、田園、山並み、都が一同に眺望でき

る。八十歳を超える年齢になるまで幕府の権勢に対

抗し耐えてきた上皇が隠居した癒心の場所であり、

その景色は京の都を我が手に抱く思いがあったもの

と推察できる。 

本研究の目的の一つは、修学院離宮の地形的構成

と景観の成り立ちを明らかにすることである。とく

に、なぜこの修学院の場所が選ばれたのか、上皇が

行った占地への考察を行った。後水尾上皇の離宮の

敷地選定は、建設開始の十年前の1641年（寛永18年）

から始まる。幕府との調整に時間を要したこともあ

ろうが、京都の西部の衣笠山付近から、洛北の岩倉

地区へと探索を繰り返し、長い時間をかけて現在の
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修学院に占地を行っている。 

筆者等は、過去に、この敷地選定の理由について、

開放的な眺望が広がる山腹の地形的特徴があること、

池泉式庭園が造成可能でありそれが俯瞰できる勾配

地形であることなど一定の見方を研究報告した。 

そこでは、谷筋であるため音羽川からの谷川や湧

き水があり、年中通して集水ができることは舟遊び

を楽しむための浴龍池を成立させる要件の一つであ

ることがわかった。 
当時どのような観点で検証していたかは明らかにで

きないが、決しておだやかではなかった音羽川の近

隣にあって、防災的な観点からも一定の安全性を保

証することができる敷地を結果的に選定したことは

現代的な視点から考察を加えることができよう（図

１参照）。 
 

 
 
図１ 土砂災害ハザードマップ（京都市） 

 
そして上皇がここで見たかった風景は、京都の連

山の最も高いシンボルとしての比叡山の足下の山腹

に位置することをはじめ、地形構造とその固有な眺

望景観を成立させる上で地形的な地勢上の特性につ

いて焦点を当てるとその概要が見えてこよう。筆者

は、後水尾上皇は、雄大な自然の盆地系の掌握と、

都の市街の両方への眺望を得ることにより、政治を

退いた後も一応の権勢への心と癒心を目指したもの

と考えている。その点において、都が見えることは

重要な視点場所であるが、決して見え過ぎてもいけ

ない場所であり、都とも一定の距離感を持つことが

重要と思われるからである。修学院のこの場所の地

勢がその実現を十分に果たしたものと考えられる。 
 以上の占地の要件の考察にあたっては、このエリ

アには、近隣でも鷺の森神社周辺をはじめとした他

の敷地候補があるにもかかわらず、なぜこの場所が

選ばれたのか比較考察することによって、後水尾上

皇が丹念に長きにわたって占地した理由と上皇が目

指した風景デザインへの考え方の一端を紐解けるも

のと考えている。 
 
３． 離宮と洛北修学院の風景を創る地勢 
 
（１）離宮の地勢 
 離宮において目前にある田園の生業の風景と連山

の雄大な眺望、そして上皇の心の置き所としての都

が一同に眺望できる風景は、唯一修学院の地勢に基

づいて実現できるものである。いくつかの庭園建築

史における論評おいてその建築の様式やディテール

のあり方や庭園史については研究の蓄積がある２）３）

４）一方で、修学院の地勢の視点から評価した論考は

稀少である。 
修学院離宮は、下、中、上の３つの御茶屋とそれ

を結ぶ散策道によって構成されている。この敷地は、

比叡山の裾野に位置し、複数の尾根と谷筋が集まっ

ている50万平米規模の大きな敷地である。桂離宮が

水平の移動に伴う景観変化を特徴とする離宮である

に対して、修学院離宮は上下方向の視点移動に伴う

景観変化の特徴が大きい離宮である。 
最初に、下御茶屋から山道を通って中御茶屋へと

向かう。茶屋にある建築は、襖や飾り金具などのデ

ィテールには王朝美の頂点を極める要素が用いられ

ているが、総じて簡素な山荘書院造りである。建築

が山の自然に埋没しており、山道の延長上にある空

間として構成されていることがわかる（図２参照）。 

 

 

図２ 御茶屋をつなぐ山道と寿月観 

修学院離宮 

音羽川 
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ここまでの視界は内へ向かって抑制され、身近な目

の前にある山の自然と御茶屋のディテールを見せる

の一体性のある道の空間が形成されている。 
そして、中御茶屋から上御茶屋へ移動した時に視界

に大きな変化が生じる。隣雲亭に着き、土間庇の仕上

げの朱色の一二三石に目が止まって、そこから眼下に

は裾野に切り開いた浴龍池のある庭園と刈込堰堤が

見え、そして、背景には、修学院、松ヶ崎の連山、

岩倉や貴船に至る奥の北山の連山、さらに、市街地

を挟んで、愛宕山など西山の連山への視界が一挙に

遠望まで開放されることになる。ここでは雄大な盆

地の景色が広がり、洛北の奥まで含む京都の三山が

最も見える場所になる（図３参照）。窮邃亭からの

眺めも同様に独特の山容への開放を体験することが

できる。 
 

 

図３ 視界の開放―浴竜池と洛北連山（中島功撮影） 

 
地形図（図４参照）に目を向けると、緩傾斜に田

園が広がり、音羽川から分かれた谷川の水をせき止

め約200ｍ幅の堰堤による浴龍池の大刈込が高さ１５

ｍ程度の高さにあり、そこから急に山の勾配が大き

くなる様子がわかる。筆者はこの１５ｍの高低差、

ここに連山への眺望の美しさの秘密が先ず仕組まれ

ていると考えている。さらに、開放された離宮の風

景が成立するためには、もっと大きな理由がこの場

所のある特殊な地形の条件に隠されている考えてい

る。この点については後水尾天皇が癒心を願う風景

として綿密に仕掛けたものと想定しているが、より

詳細な分析を交えて発表する予定である。 
以上のように、修学院離宮は、３つの茶屋を結ぶ

道空間の行程において、自然へのまなざしにコント

ラストを与えて風景鑑賞のダイナミズムを伝えてお

り、そのストーリーは世界にも例を見ない。高低差

のみならず、この敷地の地勢がそのストーリーを創

っていることは実証的な事実である。 
総じて、近世当時の武家社会にあったモニュメン

タルな建築物が人為的な装飾の贅を施し、意匠が豪

壮的であったのに対抗して、自然へのまなざしを研

ぎ澄ますことによって成就した後水尾上皇の離宮の

デザインへの切れ味は凄まじかったものと考えられ

る。その意味では上皇の癒心ははるかに超越してい

たのかもしれない。 

 

 

 

図４ 修学院離宮の地形（国土地理院地図より） 

 

（２）洛北修学院における地勢のコスモロジー 

次に、先述の離宮から見える風景と地形的特徴の

みならず、離宮を含む修学院と隣接する松ヶ崎、一

乗寺の複数集落までが、一体性な広がりを持つ景域

的として把握することを試みる。 
曼殊院、詩仙堂など山辺の散策道を歩くとそこか

ら眺める風景は離宮ともよく似た地勢のコスモロジ

ーを感じることができる。近世の絵図からもその構

成を読み取ることが可能である（図５参照）。そこ

においても、山の地形や杜の存在が印象の主役とな

ってくる。山や丘陵、杜によって囲まれた胎内的な

空間と同時に、離宮と同様に微地形と緩傾斜勾配に

よる高低差が相まって、盆地の特性としての山裾か

らの市街地、北山、西山の広域的な連山の眺望が、

少なからず同時的に成立している（図６参照）。 
本稿のもう一つの目的はこの地域のもつ地勢の広

がりを認識することであり、発表会において詳細を

報告する予定である。 
 

 

浴龍池 

修学院山

比叡山 

 

 

 

松ヶ崎城山・横山 
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図５ 古地図に見る修学院 

（元禄十四年寶測大絵図（1701年）京都地図集成（柏書房）） 

 

 
図６ 修学院の風致―鷺の森と妙法山への眺め 

 

４．さいごに  

 

 発表会においては、地形分析や歴史絵図、フィー

ルド体験による情報を基に、本稿で記した洛北修学

院における風景の見方を解説する予定である。 
後水尾上皇による先鋭的な感覚とはいえ、世界に

卓越する庭園美や土木的な占地の技術を持ち、自然

への固有なまなざしを修学院の地勢の場所で研ぎ澄

ませた。修学院は、古来から権勢や都から離れた

人々の心を癒やす場所であった。それは現在も続い

ている柔らかく優しい風景である。 
そして、その風景は風土と地勢に根ざし、この地

域の住む人々、訪れてくる人々の自己了解５）の支柱

になり得ると思われる。 
 
 

  

 

 

 

 

図７ 個人の庭と修学院横山の借景 
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